
ISSN 1340 9409 

第411母
鯨 E
月
下
れ
ド 通

2001年9月

財団法人日本鯨類研究所 子104OC55東京認中央区豊海部 4番18号東京水産ピル電話 03〔3536)6521 （代表）
H8MEPAG在 日本語http://www.ic附 hae.org 英語 http：／，八剛IW.whaesci.org 

。目次 0 
]ARPAの雨縁海産大型瞬、類の生物学的情報入手への貢献 … JレイスA パステネ 1 

安定同｛立体Jtを苅いた北商北太平洋ミンククジラの生態研究 H ・ “…・坂東武治 9 

日本鯨類研究所関迷トピックス（2001年6月一2001年8月） .....・a・...・M・－－－－－ ...• 16 

日本鯨類研究所関巡出版物等（2001年6月～2001年8月） ・ ・ … … 一ー… 17 
京きな如、（編集後記） …－ … … ・ ……...・H・..＂.・H ・－ … ............… 23 

ストランディングレコード（2001年5月一2001年6月受付） …………・ ・・ ・…24 

]ARPAの南極海産大型鯨類の生物学的情報入手への貢献

1.はじめに

南極海隙類捕獲調査 (JARPA）は、 1987/88

年と1988/89年の南半球の夏季に予備調査とし

て開始され、それぞれW区とV区の一部海域を

対象にして議査が実給された。 1989/90年以後、

日本は両区の本格調査を実施してきており、

2001年現在までにIVほとV医でそれぞれ6問の

調査が行われている。

JARPAは、クロミンククジラ （Balaenoptera

bonaerensis）を主対象として、同種の無作為な

襟本採!.I¥を行っている。之の調査の主自約は、
1）クロミンククジラの資源管理に有閑な生物

学的特性値の推定、 2）南極生態系における鯨

類の役割iの解明、 3）環境変動が鯨郊に与える
影響の解明、および4）クロミンククジラの系

討拾造の解明である。鼠際捕鯨委員会の科学委

ルイス A.パステネ （臼本鯨類研究所）

員会（!WC/SC）は、 1997年5丹にJARPAのレ

ビューを行い、目的の途成度と得られたデータ

の潜在的価値について検討を行った。この包括

的なレビューとJARPAの科学論文の検討を経

て、 !WC/SCは「JARPAの調査結果は、改定管

理方式（RMP）による資源管理には必要では

ないが、 1)RMP巡用試験で考慮されている妥

当と怒われる現行のシナリオの数を減らし、 2)

将来のRMP）菌剤試験の策定に必要な新しいシ

ナリオ（例えば、系i洋構造の時倒的な要案）を
考；える、という点で有用であり、ケロミンクク

ジラの資源、管理を改良できる可能性がある。

JARPAのデータの分析結架をこのように用いる

ことで、クロミンククジラの現存のRMP適用

試験で示される資源減少の危険を増やすことな

しに捕獲割当を増やすことができるかもしれな

L、Jと結論付けた（!WC,1998）。このことは、
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!WC/SCはJARPAがクロミンククジラの資源管・

壊に武自i：できることを認めていることを示すも
のである。

JARPAではクロミンククジラ資源の管’壊に役

立つ情報をすでに十分援供してきた上記の調査

のほかに、自視調査、海洋調査、表皮パイオプ

シー採集、それに｛間体識別のための写奥綴彩

（フォトID）といった調査も実施している。表

皮バイオプシー採集とフォトIDは、主にザト

ウクジラ （Megapteranoiaeangliae）、シロナガ

スヲジラ （Balaenopteramusculus）、それにミナ

ミセミクジラ （Enb~／aena 側stralis） と L ミう 3 穣

のヒゲクジラを対象に実施されている。

最近、致死的調変や~I＇致死約調資の潟遊方法

の妥当性について種々の議論がなされている。

主に、調査の目的及び調査対象海域の資源鐙と

いった2つの要阪により、用いる潟査方法が決

まってくるということが我々の見解である。

JARPAの場合、クロミンククジラに関する調査

臼的を考えると、側体の年Iii~ と性状態を翁べる

には他に方法がないため、致死｛向調賓が必要と

なっている。「資源管理に必要な生物学的特悩

儀を推定するJというJlぼPAの主罰的を考える
と、そうした生物学的データは必須である。ま

た、ク口ミンククジラは資源盤がll!t'I蓄なので、
限定された数の伺体をお自殺しでも資源に怒彩毛筆

がぬる心自己はない。

一方、ザトウクジラ、セミクジラ及びシ口ナ

ガスクジラの資源盤はそれほど多くはないの

で、これらには致死的燃本採集法を問いるべき

ではない。 JARPAでは1989/90年の潟査以降、

シロナガスクジラ、ザトウヲジラ及びセミクジ

ラのフォトIDデータを採耳Zしている。また、

1993/94年の］ARPA言明斎から、フォトID調査の

ほか、主に巡伝学的研究のため、シロナガスク

ジラ、ザトウクジラ及びセミヲジラのバイオプ

シ一線本銀銭も行われている。このようなフォ

トIDやパイオプシー採集は、鯨磁に応じて以

下のような調査目的に使うことができる。

セミクジラ・分類、分布城、移動様式の解明

シロナガスクジラ 分類、分布城、移動様式の

解明

ザトウクジラ分布、移動総式の解明、系群謀議jjU
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上認の非致死的方法がこれらの目的に有効な

のは、 1）表皮バイオプシー校本を巡伝学的分

析に使用できる、 2）クロミンククジラに比べ

ると、上記の鯨関、特にザトウクジラとセミク

ジラについては、バイオプシー擦本の採集が容

易である、 3）分類学上の語竜王まにはたくさんの

擦本が必要ではない、 4）ザトウクジラの系群

識別が可能なのは、クロミンククジラに比べる

と系群隠の巡伝的分化が大きく、その結泉、必

要な擦本数が少なくて済む、および5）ザトウ

クジラ、セミクジラ及びシロナガスクジラは外

部形態に特徴があり、フォト!DIこよる個体裁

別が可能で品るからである。

以上のように、 J処 PAは鯨種や調査目的に応
じて致死的と非致死的議査を使い分けて、クロ

ミンククジラ、ザトウクジラ、セミクジラ及び

シロナガスクジラに関する相当裁の生物学的デ

ータと磯域情報を得ている。本報では、 ］ARPA

によるザトウクジラ、セミクジラ及ひ’シロナガ

スクジラの非致死的調査について紹介する。

2 .バイオプシー標本の採集

]ARPAのパイオプシー擦本は、 Kasamatsuet 

al. ( 1991）で記述された空気鋭（！CR銃）を使

用して録集される。使用した！CR銃の仕様や性

能については西脇（1997）に詳しいが、この採

集法はクロミンククジラに比べて、ザトウクジ

ラ及びセミクジラについては、特に有効で品っ

た。これは、クロミンククジラは遊泳速度が速

く、船が容易に近づくことのできない傾向があ

るのに対して、ザトウクジラやセミクジラは遊

泳迷1立が退く、船が容易に近づくことができる

i頃向があることによる。
表1にJ腿 PAの調査年別除、種別のパイオプ
ン－1!吉本数を示した。 1999/2000年の調査まで
に合計で、ザトウクジラから160、セミクジラ

及びシロナガスクジラからそれぞれ13の襟本が

採集された。伺じ｛隠体から採集されたかどうか

は、 i盤｛云学的手法（マイクロサテライト分析）
を矧いて確認した。その結果、ザトウクジラで

は11ケースで別個体から採集されたと考えられ

ていた擦本が、同一個体からのものであること

が磁認された。
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2. 1バイオプシー擦本からの性判定
採集標本の性別は、移動パターンの解明や系

群議別に役立つ室主要な情報である。バイオプシ

ー襟本による性の判定に使える巡伝学的手法に

は現在、核裂分析やY染色体の有無をハイブリ

ダイゼーション法を用いて検出する方法などい

くつかある。これらの方法は、時間と手間がか

かったが、 PCR法と呼ばれる特定の巡伝領域を

増幅する手法が開発され、この10年で、性染色

体上の特定の巡伝子の有無を潟べることにより

性別が簡単に判定できるようになった。当研究

所では柑i乳類のY染色体に特有に見られる巡伝
子である5丑Y巡伝子に着自し、独自に性判定の

ための巡伝的手法を開発した（Abeet al., 2001）。

オスはSRYを持ち、メスは持たないため各個体

においてSRYの有無を縁べれば伎が判定でき

る。この手法では性染色体上の巡伝子（ここで

はSRY）と一緒に常染色体上の巡伝子も同時に

用いる必要がある。これはY染色体特有の増幅

産物の欠如が、 PCR増幅がうまく L功‘なかった

ためということもありf専るからである。図lの
結架からもわかるように、オスにはSRYが現れ、

メスには現れていない。個体番号1,4,6,8,10では

GATA417と呼ばれる常染色体上の巡伝子が現

れていることから、この手法ではSRYの未出現

表1.1999/2000 JARPA調査までに

得られたシロナガスクジラ、

ザトウクジラ、セミクジラの

バイオプシー綴本数。

調査年
調査 シロナガスザトウ セミ

海底 クジラ クジラ クジラ

協砲!)I IV 百 5 

l匹明 v 4 14 
1写却ヲb m 2 

t労務 IV 8 

旬同l!I v 5 

1g,渇l!I VI 目

倒閣 国 5 

同法＇＂
〈揖蜜鋪体】

ル＂.nh:l2
【鍾盟健体〉

凶威川3
, ..備体｝

Mi血同
（蝿聴個体｝

M凶z’5
〈姐111111:)

組成z尚
〈掴直情体｝

Mi泊•＂
（揖寵備隊》

＂＂畠." 
(!iii!鍵隊〉

MWb:的

（盆担個体〉

M.i.W 110 
〈隆隆鏑体｝

が実験の不備によるものではないことも磁認で

きる。

2.2南極海ザトウクジラの系群構造友

び移動様式
]ARPAで採集したザトウクジラのバイオプシ

ー襟本を使ってミトコンドリアDNA(mtDNA) 

及び核DNAの変異を分析した（これらの巡伝

学的手法については後藤（1996）及び阿部

(1998）を参ft~）。主にrv区とV区の綴本につい

て、 1）性別、 2)mtDNA制御領域の塩基配列

(333塩基対）の変興性、および3) 7種類のマ

イクロサテライトi宣伝子鹿の巡伝子裂を調べた
(Pastene et al., 2000）。なお、研究に用いた擦

本のうちrv区とV!Rにおけるオスの占める初合
はそれぞれ、 56%と38%であった。

陶芸主主Ii鯨が行われていたとろの綴織再捕のデ
ータを用いた解析によると、南極海rv区（東経
70＇～ 130＇）の夏季には、 jJ.!jオーストラリア州

で越冬するW系群のザトウクジラが分布し、南

極海V区（東経130＇～西経 170。）の夏季には、

東オーストラリア州で越冬するV系群のザトウ

クジラが分布しているが、南極海においてはこ

の2つの系群は一部重複して分布している。
i監伝学的な分析結果から、 mtDNAと核DNA

l日bp 1聞bp
256bP 野斜長湯／遺伝忽繍

' "' 
1 MIM 

ι I MIM 

,,, 
MIM 

吋h I.. I.. 
' t軍

MIM 

Ulf 

MIM 

M/f 

1鴨臨 IV " 4 
u.,,,-. ,.. MIM 

l鴻'fJ v 2 
田為'fJ VI 

出期E 国

間2田 IV 3 

合計 自

百

四日

立

闘

3 

日

U!ll!個体｝

降1マルチプレックスlli光PCRによる異なるピークパターン。 157bpに現
れるピ クはSRYl盟伝子の有書誌を示す。それ以外のピークはGATA417
i虫伝子庄の対立巡伝子で、凶上斜線部は対立巡伝子のサイス事範剖を表
す。 Minke：ミンククジラ、 Mesoplodon：オウギハクジラ鴎鯨瓶、 M:llL
F：隊、む離脱不明。（Abeet al.. 2001を政変）

-3-



鯨研通信

70E 130E l 70W 140W 

斑限｜ W[ I V[ ｜四百
l由喝年i月l5日
＠ 

共にIV区及ひV区の巡伝的多様性が潟いことが
示唆された。 IV区及ひV区のmtDNAの塩恭多様

皮は、それぞれ2.56%と2.8%と推定された。参

考までに、ザトウクジラより資源翠の多いクロ

ミンククジラの塩基多様皮でさえ1.47%であ

り、いかにザトウクジラの多綴性がおL功Bがわ

かる。また、核DNAにおける各巡伝子康の平

均ヘテロ接合度の期待値は0.81で、この値も｛出

の鯨樋と比絞すると大きな数値になっている。

統計的には、どちらの巡伝マーカーもIV区及び

V区間にはかなりの巡伝的な迷いがあることを

示しており、 E夏季にはIV系群とV系苦手がそれぞ
れIV区及ひV区に分布していることを裏づけて
いる。しかし、各海区において巡伝的に奥なる

グループに綴すると考えられるクジラの存在が

示唆され、それぞれの繁磁群のザトウクジラが

餌場においてはある程度混合していることを示

唆している。

75S 

マイクロサテライト五遺伝子座を使うと、個体

識別が可能となる。このi盤伝際識を利用して、
異なる時期と鳩所で同一の個体からバイオプシ

ー擦本が潟び採集された伊jが確認された（殴

2）。 1995年1月にV区の西部域で燃本採築さ

れたメスのザトウクジラが、 2000年1月にIV区

の東部域で再採集されたのである。南氷洋のザ

トウクジラにおいて、 JJUI固体が調べた全ての巡
伝子E主において同一の巡伝子型を有している確

率（Probabilityof Iden註ty:PI）は、 2.374×10"
と幾定され、それから算出すると、偶然に同ー

の巡伝子裂を有する綴本の数は、 2.833×10＂＇と
いうことになる。問題の2つの燃本は、同じ巡

伝子型を有していただけでなく、性別も同一で、

聞のNA制御領域配列も全く同じであった。

これにより、同一の倒体が、年によって異な

る摂餌域に悶遊する可能性が示唆された。 IV系

群とV系群に関する過去の標識再捕調査による

と、 IV系群とV系鮮がIV区の東部域に重機して

分布していることが示されていたが、最新のi盤
伝手法を悶いることで、そうした結果が幾つけ

られたのは興味深いことである。

2.3シロナガスクジラの分類学的研究
IWCの資金提供により、南半球のシロナガス

クジラとその亜種であるピグミーシロナガスク

-4-
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関2バイオプシー擦本の巡伝学的解析によって

側｛本識別されたザトウクジラ隊の滋初に観

察された位置（1995年V区）と再観察された
佼絞（2000if.N区）。 1995年の観察時の推

定体長は12.Smで、 3頭群れ。 2000年の再

観察l時の推定体長は14』mで、 2顕群れ。

(Pastene et al., 2000を改変）

ジラのi盈伝学的関係を解明するための研究が、
カリフォルニア州ラホヤの南西水産科学センタ

ーで行われている。この研究はIWCの図書草プロ

ジェクトであるJDC宜（悶際鯨類調査10ヵ年計

画） /SOWER （南大洋綴類生態総合調査計画）

により南極海及び南半球の低絡度海域で採集さ

れたパイオプシー擦本とJ銀 PAの調査でIII区、
IV［豆、 V区及ひ'VI区で採集されたバイオプシー
標本を使用して実施されており、全部で80のバ

イオプシー擦本が用いられている。内訳は、南

極海（32）、オーストラリア南岸（10）、モルジ

ブ諸島（2）、南アフリカ東岸（8 ）、チリ沿岸

(16）及びエヲアドル近海（12）となっている。

目的は、巡伝マーカーを使って、シロナガスク

ジラの両立E穏を識別することである。これまで
のところ、 mtDNA及ひ．マイクロサテライトの2

つの巡伝マーカーが用いられ、 mtDNAでは仮

説の検証アプローチ、マイクロサテライトでは

ベイズ法によるアプローチが取られている。し

かし、現夜のところ、これらの方法を用いても

シロナガスクジラとピグミーシロナガスクジラ

を明白に分類するには至っていない。

2.4セミクジラの分類学的研究
JARPAで採集されたセミクジラのバイオプシ
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一棟本は、この控車種の分類学上の地位を明らか

にするための世界規模のmtDNA研究に使われ

ている。アメリカ自然史博物館の遺伝グループ

が率いるこの共同研究には、当研究所を含むい

くつかの研究所が関わっているが、これまでに

北大西洋東部のEgl即日l白、地理的に広い海域

に分布しているE austral is、そして北太平洋東

勾
Z
2・
同

ー勾
E
2噌
同

図3ミトコンドリアDNA島幸車庁によって明らか

になったセミクジラの系統樹。

(Rosenbaum et al., 2000を改変）

部及びilli部のEglacialisという 3つの海域全て

を代表するセミクジラ集団のmtDNA制御領域

の塩基記手ljのデータベースが作成された

(Rosenbaum et al., 2000）。 J股 PAが提供したの
は、 F首極海IV区のE.australisのmのNA銅i替市領域
の場基配列である。

mtDNA塩装置E列から機築された系統関係を

見ると、セミクジラにはi盤伝的に奨なる3母系
系統があるという可能性が高い。.±に、同じE

glacialisでありながら北太平洋のE.glacia/isは、

北大西洋のEglacialisよりEaustralisに巡伝的

に近縁であることが示された。この分析結果か

ら、すでに認知されている2穏に加えて、北太

平洋に第3の明白な巡伝的に異なる系統の存在

が示唆されている（図3）。

3 .写真による個体識別

JARPAでは、パイオプシー燃本採築の対象鱗

種はブオトIDの対懇親車種でもある。調査船に

はモータードライブ｛すき35ミリオートフォーカ

スカメラが鍛えられている。

J最彩された写哀を当研究所で調べ、｛鴎｛本識別
のti~幸裂が得られたものを当研究所のフォト ID

表2.19自8/1999JARPA議査までに得られた写爽俄体識別データの契約

（カッコ内の数値は実験に使用された個体数）。

A－ザトウクジラ

謂蛮年
t調査 左閤 主艶

機器 背揺 尾盤 合計
構軍 t欄 体器

l富由明 IV 8 9 2 19(11) 

19軍閥1 v 2 3 3 8~由

l鈎lf.l2 IV 16 10 26(14) 

199l説話 v 23 お 10 3 69担曲

1盟国自 IV 幻 19 7 l 1 51伽）

l蜘四階 v お 2 15 1 43(16) 

1時斜路 凶 3 3 (!) 

1田皆目 IV 1 8 22 31 (14) 

1自治骨7 v 4 4(1) 

1旺治母7 VI 2 9 3 15(1D 

1田7制 III 2 5 7(2) 

1寓1隠 1珂 16 加 14 2 52(27) 

19世ぬg v 14 9 15 38 (1曲

合計 133 124 盟 8 3 3部（19-0

-5-

B－シロナガスクジラ・セミクジラ

総量年
調査 ンロナガス セミ
寵思 9ジラ クジラ

l田凶2 IV 却白）

l開仰3 v ね（1叫 24白）

l田総4 IV 9C曲吟 9(4) 

199鎖措 v 16(5) 
l由出描 III 7(3) 

1時間予6 IV 3（。 12(2) 

19!渇197 v 6（。
19!脚干 VI 2C由

1開7/Jll III 1（。

1田7/Jll IV 4 (2) 94(11) 

1鉛智99 v 21(7) 
合計 l的（40) 178侶1)



鯨 Mf 通信

A-ザトウクジラ

B－シロナガスクジラ

Cーセミクジラ

問4ザトウクジラ（A）、シロナガスクジラ（B）およびセミクジラ（C）の自然際議

A(:!i:）：ザトウクジラの体ffll)il百についたマーカ－

A（イヨ）：ザトウクジラの賂綴築面の模様

B：シロナガスクジラの体表面の紋様パターン

C：セミクジラの頭部のこふe状隆起

--6 ~ 
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カタログに入れている。表2Aは、 ］ARPA調査

と自然際、殺によるザトウクジラの写真の枚数、

表2Bは同じくシロナガスクジラとセミクジラ

の枚数を示している。

3. 1ザトウクジラ
ザトウクジラの潟合では、当研究所のカタロ

グから置をもよく見られる特徴は、体側面につい

たマーカー及び尾白書の幾側の模様である（関

4A）。体側磁の特徴、特に背豊富の周到に付いて

いるもの（例えば協など）は、個体識別に役立

つとされている。最も役に立つとされるのが、

尾鰭の裏側の模様であるが、問題は、南極海で

はクジラが庖僚を海面から垂直に持ち上け’て潜

ることが稀なことである。

当研究所のカタログは、 !WCに委託されてい

るアメリカのCollegeof the Atlantic ( COA）が

管理している f南様海カタログjにも提出され
ている。 COAでは、カタログのオンライン版

を作成しており、公表を許可された翻｛患を流し

ている。個体を一致させるさまざまな努力を促

進するため、データ提供者が画像データベース

にアクセスできるようになっているわけであ

る。提供者同士でコミュニケーションを図れる

よう、画像には連絡アドレスが付記されている。

i設近になって、東オーストラリア州とV区で

写真綴彩された個体の尾鰭の模様が一致した。

V区の写真はJARPA議査でINl彩されたもので、

東オーストラリア州とV区でブォトIDによる

致は、これが2例目である。

3.2シ口ナガスクジラ
シロナガスクジラの場合、体表iliiの斑紋パタ
ーン（図4B）によって個体識別を行う。この

鯨磁のフォトIDに関しては、北半球産のほう

が斑紋パターンの分類が進んでいる。 J組 PAの
資料を基にした南半球のシロナガスクジラのフ

ォトIDは、西オーストラリア博物館と共同で

行われているが、現在のところ、一致した伺体

は見つかっていない。

3 3セミクジラ
セミクジラでは頭部のこぶ状態起の形状によ

って鯛体議別を行う（以下に述べるとぷ状隆起

7 

の各部名称については悶4Cを参照のこと）。

lip patchがあるかないか、 lippatchの範閥、そ

れにrostralislandのパターンとその有無が主要

な特徴となる。 bonnet,post blowhole island, 

lower lip及びcoamingは、常にあるため伺体識

別の役に立たない。頭部のこぶ状際走塁のほかに

は、背面の白または灰色のパッチ、部分的な白

色模様などの自然際識が使われる。

セミクジラのフォトIDについても活オース

トラリア博物館と共悶で研究が行われており、

オーストラリアのアデレードと南極海のW区と

のi習に個体の一致が見られた（Bannisteret al., 

1999）。最初に1978年の9月に西オーストラリ

ア州沿岸近くで目視された倒体が、周辺海域で

数i司確認された後、 JARPA調査により1996年の
2丹ド旬に最初の発見地から約1,700海塑

(3,150km）離れた、西オーストラリア州のケ

ープリーウィンの真南（南終64。26’、東綴

114° 54’）で再確認された（悶5）。この個体が

1978年に最初に特定された時は、部分的に色素

がない「部分的白色模様Jとされた。具体的に
は、体色が基本的に白色で、熱い斑点状のもの

が散らばっていた。特徴的なpjij部のこふ

と、白地（のちに灰色となったが）に裂の斑点

,,., キ 宅丸 サト

.,., ~ ノ間
十
、＂.／＂

b 
Aャ 1蝿

世 S,,. 
1町

＋ 

、，.，
ナ

、守 昨$」、
a口十

プム

図5.7ォト IDによる自然標識により“WA

Match 75”個体が確認されたおおよその

位置。 A：商オーストラリァi中（最初の発
見は1978年9丹、それ以降は3年こ’とに同海
域で観察されている）、 B・滞緩海（1996年2

月）。 (Bannister et al., 1999より）



は写奥でもはっきりと識別できる。特に顕著な

のが、 7字国から見ると、頭部の後ろ、体長の
1/8のあたりに小さいがはっきりとした矢印の

ような泉いマークがあることである。この官前｛本

は、商オーストラリア州でf子鯨もしくは1年子
として特定されたのち、 9年後に、自分の子と

思われる最初の仔鯨を同伴していたと報告され

ている。 1978年以来、 1996年まで3年ごとに、

その年に産まれた仔鯨と共に酒オーストラリア

州沿岸で磯認されている。 1996年2月下旬にF有

機海で目祝されたときは、 l頭だけでゆっくり

と泳いでおり、 J畏餌している様子は見られなか
ったと報告されている。このときの佼震は、氷

縁からおよそ53海箆（98km）だった。

4.終わりに

JARPAによってクロミンククジラに関する大

抵の情報が得られ、資源管理に有用とされてい

る。さらに、ザトウクジラ、セミクジラ及びシ

ロナガスクジラについてもJARPAは非致死的繍

査によって同種の生物学的情報も多く収集し

た。そして、データの解析を外国の研究所との

国際共同研究というかたちで進めていくことに

よって、セミクジラの分類学上の知識が深まっ

た。 j11jオーストラリア州沿岸と南緩海のIV区

(JARPAの調査中に撮影された写災）のフォト

IDによる倒体の一致は、南半球のセミクジラ

が低綴度繁殖海域から南終600以南の南極海に

移動したと記録される初のケースとなった。 IV

区及ひV区内を自由に閥遊していると考えられ
たザトウクジラも、バイオプシー標本を用いた

巡伝学的分析から、 IV系1持及ひV系群のイH£が
裟づけられ、また、 I有様海には閥系群に溺する
倒体が一部重複して分布していることも明らか

になった。さらに、今闘の最近のフォトIDに

よる一致で、東オーストラリア州地、ら南極海の

V区への移動も篠認された。

ここで主主意を喚起したいことはザトウクジ

ラ、セミクジラ及びシロナガスクジラの調査の

目的を論じることがクロミンククジラのそれに

比べてより単純で容易であることである。「1.

はじめにJの主主で述べたように、クロミンクク
ジラにおける 4つの目的は多岐にわたる項目を

島幸町f遜信

含んでおり、この場合致死的調査が必須となっ

ている。 1997年のJARPAレビュー会合時の、

（その年の！WC/SCの会合で裏づけられた）致

死的調査に関する肯定的見解を鐙みると、

JARPAがクロミンククジラの生活史の解明に重

要な焚献をし、資滋管理に有限な情報を提供し

たと結論付けることができるが、 JJ浪PAは非致

死的綴主主についても問機に、他の大型鯨類の生

活史と生態を解明するのに重要立悩殺を提供し

たと結論付けることができる。したがって、

JARPAは致死約調査と非致死約調査を有効に絡

み合わせ、それぞれの利点、を利用した調査であ

ると言ーえる。
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安定同位体比を用いた北西北太平洋

ミンククジラの生態研究

1 .はじめに

近年、生態学の分野では生体中に含まれる安

定同位体を天然トレーサーとして利用し、生物

の食伎や悶遊、食物網構造（様々な生物が食

うー食われるの関係で総状に擦がった食物連鎖

の綴造）を研究する試みが行われている。（財）

日本鮫類研究所でも1998年より京都大学と共同で

安定岡位体を用いた北問北太平洋ミンククジラ

の系務格波及び娯鰐生態に関する共j可研究を行

っている。本報では生態学の分野における安定

岡1立体比を悶いた研究手法について紹介し、次
いで北湖北太平洋ミンククジラに関する現在ま

での研究結果について綴告する。

2.安定同位体比を用いた
生態研究の手法

2. 1安定同佼体比とは何か
一般に冗談は路子、中性子及び電子から構成

されるが、元主管の中には＂ Cと臼C、“Cのように

悶子数、裕子数が悶じであるが中性子の数が奥

9 
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なるものがしばしば存在し、これらは同位体と

呼ばれる。このうち化学的に安定で放射線を出

して崩壊をしないものは安定問位体と！呼ばれ、

互いにほとんど伺じ化学的性質を有している0

8然界に存在する元薬の多くは安定問位体を有
しており、伊lえば炭索では、＂ Cと＂Cが
98.9・1.1の；≪m合で存在している。安定同位体比
とは、これら安定問位体の存在比を示したもの

である。生態学の分野でしばしば用いられる安

定問位体としては、＂ Cと＇＇C、＂Nと＂N及び＂0

と＇＂0などの組み合わせが知らられているが、食

物終j解析や動物の食性解析などでは主に炭素

("Cと＂C）と主主主詰（”NI::"N）の安定i首位体が
用いられている。炭言普及び§'.l言語の安定問位体の

存在比は通常以下の式のS値で表される。

8"C,8"N需｛R（試料） /R （撚準物資）・l)X

1000 （%.：パーミlレ， 1%。＝0.1%)

R="C/"C, "N/"N 

（際機物質，3叱：矢石化石，8明：大気中主喜楽）

安定｜百j位体は化学的にはほとんど等しい依鐸

をするが、生体内では代謝などで選択（分別）



の起こっていることが近年の研究から明らかに

なっている。この現象は言霊祭安定同位体につい

て詳しく研究されており、餌生物から披食者の

体内に取り込まれた＂ Nや凶Nは、体内で尿潔や

アンモニアに待合成された後に体外に排出され

るが、この待合成の時lこ＂Nが選択的に用いら

れて体外に排出されるため、捕食者の体組織中

の8"Nは餌生物に比べて高くなる (Steele and 

Daniel, 1978）。また、その後行われた多くの生

物種についての研究から、体組織中の3"Nの

上昇は生物種を限定することなく生じており、

栄養段階がl段上、がるごとにS"Nは3.4土l.1%o

上昇することが報告されている（Minagawa

and Wada, 1984）。 8"'Nはこのような性質を持

つので、ある生物の食物語司内における栄養段階

の指標として剤いることができる。

一方、炭来安定問｛立体比は、栄滋段階により

あまり変化せずいI%o穏皮）、食物語寄の出発点

である初期生産者（一般に海洋においては横物

プランクトン）に近い値をとることが知られて

いる（DeNiroand Epstein, 1978）。初期生産者

の8"Cは植物様により呉なるほか、海水中の

CO'ii盤度や水漏によってもその値が変化し、内

i湾と外洋、高斜度と｛丘斜度といった様々な海域
において特有の｛直をとることが知られている

(Fontugne and Duplessy, 1981; Rau et al., 

1989）。また、同じ海域であっても表層と低限

では、生息する生物の 8"Cが異なるなど、わ

ずかな生息環境の迷いによってもo"Cが変化
することが報告されており（France,1995）、

このためo"Cはある生物の隠する食物斜の指
擦として伺いることができる。

2.2安定同位体比でf可がわかるか

2. 2 .1食物語耳構造の解明
これまで述べてきた炭索及び窪議の安定伺位

体比の特性を利用すると、間一空TMl内で互いに

係わり合いを持ちつつ共存する様々な生物の食

物語司檎迭を明らかにすることができる。この安

定同位体比をfHいた食物網檎造解析では、一般

に様車出にo"C、縦割hにa"Nをプロットした
C-Nマップと呼ばれる散布図を用いて検討が

行われている（図1）。
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z 
帥¢。

a"c 

i滋1生態系内における食物網檎迭を摘L、たC
Nマップの模式問。

品る生態系内に生息する初期生産者からお次

補食者までの様々な生物の8"Cと8凶Nの｛直を

揖！！定して、 C-Nマップ上にプロ y 卜すると、

特定の初期生産者（初期生産者A）を出発点と

する食物網（食物網A）に隠する生物（捕食者）

は、その栄養段階に応じて、 C-Nマップ上で

は初期生産者Aの上方に分布することとなる。

また、向ーの生態系内に異なる安定問｛立体比を

持つ初期生産者（初｝羽生産者D）を出発点、とす

る食物語司（食物綱引があった鳩合、 C-Nマ

ップ上では食物網Aの生物若干とは異なる佼霞に

分布するため、識別することができる。このよ

うに生態系内に生息する様々な生物の安定同位

体比を測定することにより、その中に存在する

食物語警の檎迭をi手き彫りにすることができる。

2.2.2食性研究への応用
ある生物の食性研究、特にその生物が捕食す

る鰐生物比率の推定には、現在のところ同内容

物組成解析による研究手法が一般に行われてい

る。しかし関内容物による研究手法は、対象と

する生物の直前～数十II寺務］の断片的な鰐生物t.'i
報しか得ることが出来な＼＼，また、消化されに

くい餌生物が捕食者の宵内に長く残存するた

め、結果として過大に評価される可能性がある。

一方、生物の体組織中の安定時位体比は比絞的

長期間の摂餌脳l盈を反映することから、長期間
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にわたる餅生物の平均的な組成を指定すること

ができる（松原，1996）。例えば、図1において

捕食者Gが初期生産者Aと初期生産者Dを一定

の割合で織食していたとすると、捕食者Gの体
組織中の安定伺位体比は、捕食した斜生物Aと
Dの比率に応じた値をとることとなり、安定問

位体比の分析値から捕食した餌生物の比率を推

定することが出来る。

2.2.3悶遊経路の捻定

生物の体総織中の安定問位体比は比絞的長期

間の摂鰐履歴を反映しているが、餌生物から取

り込んだ安定同佼｛本組成が捕金者体内の各総織

に反映されるまでにはある時間がかかる。これ

は、組織悶有の代替f迷皮によって契なってい
る。すなわち、代議の早い組織では、取り込ん

だ餌生物中の安定岡f立体組成がすみやかに（比
較的短期間）に反映される。一方、代議の遅い

組織では鰐生物の組成を反映するまでには比較

的長い時間かかって反映される。各組織に反映

されるまでの時開は、ウズうではB"Cの生物

学的半減期（半蚤が入れ替わる期限）は、代議t
の早い肝機でli2.6日、代議tの主主い骨コラーゲ
ンでは173.3Bと推定されている（Hobsonand 

Clark, 1992）。このような組織間における生物

学的半減期の迷いを利用すると、回遊や渡りな

どによる摂鰐j習授の変化を追跡することも可能

となる。荷（1995）は北太平洋で揃獲したミズ

ナギドリ類の筋肉及び肝練中のa"Nを測定し、
南半球から北半球への渡りのJレートには太乎洋

の西側を通るものと東側を通るものとがあり、

東部太平洋海域を経由するグループの筋肉中8

"Nは、西部太平洋を経由する個体に比べて高

かったことを報告している。

2.3鯨類における研究例

鯨類において、体組織中の安定問佼体比から

その生態を解明する試みは、ホッキョクヲジラ

について詳絡lに行われている。ホッキョタクジ
ラは北緩図からifil北極！譲にかけて生息する最大

体長20mlこも主主する大型のヒゲクジラであり、

このうちベーリング海チュコト海系群に属す

るホッキョククジラは両海域聞を1年周期で周

遊していると考えられている。 Schellら（1989)

はこの最大4mを越えるホッキョククジラのず

ジラヒゲに注目し、ひげ板にl¥JJまれた成長般に
横断するように炭索、雪量潔安定問位体比分析を

行って、この変化から年齢査定や悶遊経路の推

定などを試みている。その結果、ひげ板中には

[ill遊に伴う餌生物の変化に対応した B"Cの周

期的な変動がl年にI周期形成され、 20年以上

の闘遊の履歴が残っていることを鍛定するとと

もに、各｛周体の防遊場所は年により奨なってい

る可能性を報告している。さらに、 Schelland 

Saupe (1993）は雨海域におけるホッキョクク

ジラの体組織と餌生物中の安定同位体比との比

較を行って、成熟や未成熟などの成熟状態によ

って桜み分けの起こっている可能性を報告して

L、る。

3 .北西北太平洋ミンククジラ
への応用

3. 1目的
北西北太平洋に生怠するミンククジラは、繁

殖海域は特定されていないものの、夏季に中総

度からお斜度に、冬季には低緯度に倒i墜を行っ
ていると考えられている（Hatanaka and 

Miyashita, 1997）。また、北太平洋における有

機懸潟物粒子中の安定同位体比が海域により値

が異なることが報告されていることから

(Saino and Hattori, 1987）、日本海を中心に限i援
する日本海ー黄海一東シナ海系瀞 (J系群）と

太平洋からオホーツク海にかけて閥遊する図太

平洋一オホーツク海系静（0系群）では奨なる

安定伺位体比1滋墜を有する可能性がある。近年
の国際捕鯨委員会科学委員会（ IWC/SC）で

は系群構造が議論の的になっており、北西太平

洋のミンククジラの系群構造については、従来

のO系群とJ系群に加えて、そのi中合域には別
の系群（W系鮮）が存在するという仮説が提案

されている（!WC,1994）。もしW系群が存在し、

その回遊I時期や闘滋経路が隣接する0系1町と異

なっているとすると、体組織やひげ板中に記録

されている摂鰐履歴が奨なっていると考えら

れ、 W系群の干＇HEの有無を明らかにすることが
出来る。

このような手？景から、ミンククジラのひげ板



及び体組織~＇の炭議及び窒言誌の安定伺f立体比を

分析することにより、北西北太平洋ミンククジ

ラの索餌回避の時燃と経路を明らかにし、さら

にその系群構造を解明する試みが、冒頭に述べ

たように京都大学との共同研究として、北西北

太平洋鯨類捕獲潟査 (JARPN調査）において

採築された試料を用いて行われている。以下に

示す研究結泉は2000年2丹に行われたJARPN

レビュー会合において、ドキュメント

(SC/F2K/J20）として提出、報告されたもの

である。

3.2材料と方法
1996、1998及び1999年のJARPN調査におい

て、太平洋三陸沖海域（7及び8海区）及び北

海道オホーツク海南部沿岸域（11海区）で採集

されたミンククジラ成熟雄のひげ板（21個体）、
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ヒゲ複新銭形成弱からの5還さ（閑）

図2.7及び8海区で採集したミンククジラのヒ

ゲ板成長騎に沿った炭窯（0）及び窪言語
（＠）安定問位体J:t。図内の番号は擦本番
号、 ti'i'lll内は採集日を表す。閣の左端が殺
も新しく形成された部位（Mitaniet al., 
2000を改変して引用）。
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筋肉（44個体）及び肝綴（44｛関体）について、

炭窯及び塗認定の安定問佼体比を測定した。なお、

ひげ絞は、外縁部制qの部分を長納に沿って、 7

又は14mm間総で測定した。分析は京都大学生

態研究センターにおいて、 Conflosystem 

(EAll日ιCon琵oII-delta S）を伺いて行った。

3.3結果と考察
ひげ板の成長隠に沿って炭~及び塗察の安定

I可位体比を測定した結果、分析を行ったほとん
どの個体のひげ板中において、 8"Nの変動が

認められ、低いs"Nを示す谷状部がlヶ所も
しくは2ヶ所観察された。典型的な例を図2に

示した。 5月下旬及び6月上旬に採集された個
体（No.98050及び98092）では、 8明が減少す

る谷状部が新規形成部（図茎）から120-

140mmのところに認められ、 No.98092ではさ

らにひげ板の新規形成部においても 8"Nが減

少していた。一方、 8月後半に採築された個体

(No.96054）では、低い8i;Nはひげ板先端で認

められ、歯茎側の新規形成部では 8"Nは低い

健から転じて増加する傾向を示しており、新た

な8"Nの谷状部が歯茎側付近に形成されてい

た。このことから、ひげ板中の 8"Nの谷状部

は5月から6月の初w.の時期に形成されると推
定された。

また、谷状部がl年にl隠形成されると仮定

すると、ひげ板の形成速度は約130mm／年とな

り、今回分析したミンククジラ成熟雄のひげ板

の長さは平均186mmであったことから、ひげ

板中には採集呼から巡って過去約1年半の期間

の安定同位体比の変化が記録されていることが

推定された。

また、 7、8及び11海区で採集されたミンク

クジラのひげ板（全分析点の平均値）、筋肉及

び肝験中炭索、塗言語安定隠位体比を表す8

＂℃－a日Nマップを見ると、会ての組織におい
て7海区と8海区の倒体の閲には差は見られな

かったが、 11海区の個体は他の海忍の個体に比

べて 8"Cが低く、 8"Nがおい傾向が見られた

（図3）。代謝速度が早く、短期間の摂餌履歴を

反映する肝臓に加え、代議t速度の比較的主主い筋

肉やひげ板においても雨海域間で差が見られた

ことから、 11海区で採集された個体の多くは、

qo 



第411号 2001年9月

15.0了
。

140 • ＠ 

!3.0 ! N。98027
／ 

12.0 ; ． － ． ＠ ． － • 
11.0 I ＠ 

t.へ＼，，。 6035

10.0 I 
Ooo No. 3 

9.0 

8.0 ＇川..『 V 「ヲ 一一20.0 19.0 値18.0 ー17.0 ・16.0 

15.0 

14.0 ． ． 
13.0 ． 。
12.0 i 。 • 

~ 

11.0 j •• ~·・＠＠＠ 

企企
a弘． 

100 ' 
:. .. 。：、企~ : 

9.0 I .。
。

80 －…町一ー マ

-20.0 -19.0 18.0 匂170 -16 0 

15.0 

140 
: • 7潟区｜
｜。鴎区｜

i. 11渇忍J＠ 

13.0 
•• • • 

• • 唱．．．．＠，。
t .P. 'boo 
A • A!J.。
。”。

O

O

 

Z

I

 

－

－

 

（ま）
2
2ゅ

10.0 
A 

9.0 

80 .…→ 
-20.0 190 -18.0 170 160 

S"C（%・）

図3.7、8及び11海区で採集したミンヲクジラ

のヒゲ板（上段）、筋肉（中段）及び肝麟

（下段）中の炭言語、雪量言語安定問i位体比の8
1℃－a"Nマップ（Mitaniet al., 2000を改変
して引用）。

比絞的長期間にわたって7、8海区で採集され
た個体とは異なる摂餌綴歴を有していたと考え

られた。しかしながら、 11海区で採集された偶

体の中には、ひげ板中のa"Nが7、8海区で
採集された個体にlli:＼吋直を示すものが数例見ら
れており（No.96023,96035）、 i司様に 7、8海
区で採集された1閲体の中にもlli草区の側体に近
い｛直を示すもの（No.98027）が見られた（悶

3）。これらの倒体は最近になってそれぞれの

海区に移動してきた可能性が考えられた。また、

これらの俄体は、 mtDNA塩基配列から判断す

ると、すべてO系群と考えられる倒体であった
（後藤，未発表）。

よ記の結架から、 7、8海区と11持軍IRで採集
されたミンククジラは比較的長期にわたって異

なる絞餅1滋墜を有しているが、一吉~の1間体は閥
海域開あるいはf自の海域との問で移動を行う可
能性が示唆された。一方で、 7泌区と Si草区で

採鋒された個体の問には安定同位体比に差は見

られないことから、河滋IR内には同じ摂餌j夜E置
を有するミンククジラが来遊すると考えられ、

この結果からはW系群の存在は示唆されなかっ
た。

4 .今後の展望

4 . 1安定問｛立体比を用いた北西北太平
洋ミンククジラの系群構造の解明

これまでに述べたように、筋肉、肝障器及びひ

げ板中の安定悶佼｛本！tの分析から、太平洋から
オホーツク海にかけてO系群が広く分布してい

るという従来の仮説を支持する結梁が得られ、

北西北太平洋において広ぐ摂餌倒遊を行うミン

ククジラの回遊生態の一線が明らかにされた。

また、 7、8海区において仮定されたW系群の

存在は、示唆する結果は得られなかった。この

結果を提出したレビュー会合では、 8海区の東
隣となる9海区において3年に 1闘の割合で出

現する可能性が示唆され、これらの検討の必要

性が合怒されており、今後8～91草区において

複数年の擦本を分析し、 W系群の存在の有無を

さらに検討する必袈があろう。また、 J系群と
0系群の識別に隠しでも、今後J系群の安定問
｛立体比の分析を行って、可能を検討する必要が

-13ー



ある。

さらに、 11海区で採集された｛際体の中には、

宵内容物から他と同様にオキアミが認められた

にも関わらず、筋肉中の 8"Nが23%。おい倒体

が数個体綴察された。これらの個体の胃からは

他の個体と伺じくオキアミが観察されたことか

ら、これらの綴体がlll持区において異なる餅生

物磁を滋択的にiili食していたのではなく、 11海
区に来遊する前に3宅なる摂鰐環境で餌をおll食し
ていた可能性が考えられる。この際の銀生物と

しては、オキアミより栄養段際の高い魚類など

が考えられるが、現状では餌生物の分析検体数

が少ないこともあり、自1r生物を特定できるまで
には至っていない。

また、各個体の問遊腿歴は系群梓i造の解明に
おいても有力な手がかりの一つであり、捕食し

た鰐生物種を特定することは、その周遊』種目霊の

解明にとって重要な情報である。したがって、

今後はミンククジラの体総織中の安定問｛立体i七
から餌生物の推定が可能となるよう、隠広い餌

生物候宇iii~重について分析を行う必要がある。

系群判別の手法として現在広く用いられてい

るのは巡伝子解析であるが、分隊してからの期

間が短L、（巡伝的変興の小さL、）集団の識別や、

悶ーの繁磁地を持つが、摂fill域が異なる集鴎の
識別が難しいなどの弱点在持っている。 Fujise

ら（2001）は北西北太平洋ミンククジラについ

て、体表の傷跡（ダJレマザメ日立傷跡）の有無や

！治児体長から縦定される受！治時期、有機f畠索蓄

積レベル等の非i盤伝的な情報もまた、系l}'f.判7JU
に有効であることを報告しており、これらの手

法にさらに回避の履歴般定が可能な安定同位体

比分析を組み合わせることによって、北西北太

平洋ミンクヲジラの系群構造をより詳調IIに解明
することができると考えている。

4.2安定同f立体比を用いた年齢査定の
有効性

北西北太平洋ミンククジラの年紛査定は耳垢

栓を用いて行われているが、南半球態ミンクク

ジラと比較して軟質で明l球な成長隠を持たない

ものが多いことから、新たなif-紛形質を用いた
年齢まま定法の開発が望まれており、主主筆'flt等の
有閑性を検討する研究が行われている。上述し

14 
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たホソキョククジラと問機に北太平洋ミンクク

ジラのひげ板中にも悶期性を持った安定同位体

比変動が残されていれば、クジラヒゲが新たな

年齢形質として利用することができる。

南半球産ミンヲクジラについてはひげ椴の外

縁部に認められる欠主I］が年齢査定の補助形質と

して有効であり、特に耳垢栓で査定することが

難しい、 1-2歳の若齢個体の年齢査定に有用

であることが報告されている｛加藤と銭谷，

1990）。

北西北太平洋ミンククジラでは、ひげ板が形

成されてから腐耗により消滅するまで約l年半

かかることが本研究から推定された。北西北太

平洋ミンククジラは、北大西洋ミンヲクジラか

らの類推によりt'l成熟までに約8年かかると考
えらオ1ている（Kato,1992）。このことは、ひ

げ板を用いた年齢査定は、特に出生後lないし

2年という新生児の年齢を縫定するのには有効

であるものの、ひげ板はミンククジラの年齢形

質としては必ずしも有効ではないと考えられ

た。

ホッキョククジラでは20年分以上にわたる安

定伺位体比の周期変動が観察されたのに対し、

北西北太平洋ミンククジラ成熟雄ではわずかに

1年半ほどの周期変動しかひげ板中には残され

ていなかったが、これは、成体では4mにも透

するホソキョククジラのひげ板に比べ、ミンヲ

クジラのひげ械が短い（平均胃186mm）ためで

あろう。しかしながら、未成熟倒体のひげ叙分

析で、先端部のa"Nが新規形成部や他の成熟
雄ff語体に比べて高Lヰ間体が認められている（三
谷， 2000）。母乳中の 8"Nは餌生物に比べて潟

く、授乳期間中の子は高い 8"Nを示すことが

先lられていることから（Hobsonand Sease, 

1998）、先端部に認められた高い8"Nは授乳に

よる彩務であると考えられ、この変化を議べる

ことにより離乳時期を特定できる可能性があ

る。今後、この1誌についてはさらに検討する予

定である。

4 3食物網構造を含めた摂餌生態の島幸
日月

2000年から予備調査が始まったJARPNIIにお

ける主目的は、桜数極一括管理を行うための生
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態系モデルを確立することにある。この生態系

モデルの確立において、生態系内における食物

事司檎迭の抱握は必要不可欠である。 JARPNIIに

おいては鯨類だけでなく、その餌生物も採集し

ているから、これらの安定同｛立体比を総定する

ことにより、対象海域における食物網構造をよ

り詳織に把録することができる。

また、断片的な摂餌股授を反映する胃内容物調

査に加えて、長期間の摂餌履肢を反映する安定

同位体比情報を組み合わせることにより、鯨類

のm餌生態についてより詳細に明らかにするこ
とが可能となり、 J版 PNIIの絞終日的である生
態系モデルのも焼事に貢献できるものと期待して

いる。
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日本鯨類研究所関連トピックス（2001年間一2001判的

第14次南極海鯨類捕ま盤調査剥産物販売勉

強会の開催

6月11日当研究所会議室において、捕獲調まま

副産物1,873トン（ミンヲクジラ440頭分）の販

売について、水康庁長官に対する承認申識に先

立ち、流通業者、地方公共団体等の関係者の参

加を得て、奴ヲ官勉強会を開催した。 m~，充の状況、

販売価格、品質や製品形体等について慈見交換

を行った。

第53自lWC年次会議事前説明会の開催

ロンドンで開催される第53回!WC年次会議の

事前説明会が8月12日から6月21日にかけて金援i

各地で際｛躍され、~研究所から大限理事長外役

員が参加し、説明した。

第531E!IWC年次会議の隠催

7月3日から7月27白までロンドンにおいて、

悶際捕鯨委員会年次会議が倒l躍された。 7月3日
から16日まで開催された科学小委員会関係会議

には当研究所から大綱耳軍事長外11名が参加し、

7月188から21日までは技術委員会、財政運営

委員会関係の各穏作楽部会が際かれ、 7月23日

から278まで40ヶ国が参加して開催された本会

議には、当研究所から大隅思惑長外9名が参加

した。

商業捕鯨再開のための最大の関門である改訂

管浬制度（RMS）の完成については、！WCは

何ら決定を下せなかったが、その投紫内容に見

られたように、持続的利用派が13-15~言（昨年

9-11)¥l(）を点めるなど、 IWCの機成閣にはっ

きりとした変化が見られた。

第53回IWC年次会議に係わる広報活動

!WC年次会主義が今年はロンドンで開催され、

来年は下関で院Hl~ されることを踏まえて、悶内

外において強力な広報活動を展倒した。 lWち、
イギリス・アメリカ・ニュージーランドにおい

て現地の広告代理腐と契約してメディア関係者

への働きかけを行うと共に、国内においては、

鯨に関するポータルサイトを立ち上げ、純資研

究内容から食文化まで鯨に隠することなら何で

も分かるべージを倒殺したJゆ

また、これを使って!WC会議場から会議の状

況をリアJレタイムでインターネソ卜中綴し、本

会議期間中、一日5,0001'1＇を超すアクセスが閣

の内外からあった。更に、主要関内紙への}iii：見

広告の掲絞、子供向け新闘を使った捕鯨鴎II.flに

｛期する記事掲裁などを実施した。

第H期北箇太平洋鯨類織機調査船団の入港
3司王聖母船日新丸ほか目視採築船3！皇、目視専
門総1笈に餌生物調至宝露骨（トロール船）を加え

た捕獲調査曜日間は、 82日間の潟まま航海を終え、

F
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8月7日までに夫々無事帰港し、 8月7日東京F甚大

井埠~Iiにおいて入滋式を行った。本調査は昨年

に引き続き予備調主主であったが、ミンヲクジラ

1日 J~.質、ニタリクジラ 5Jli.質、マッコウクジラ 8!i員

の擦本を採集し、鯨類の捕食の実態を示す多く

の資重なデータを得ることができた。

当研究所評議員会・理事会の開催

8月10日当研究所会議室において、評議員会

及び理事会を開催し、平成12年度補正予算（索）

を審議し、可決承認された。

第38白水産資滋管E里談話会の調催
当研究所資源管理研究センターが主｛躍する標

記会合が、 8月10日午後に東京水産会館第1会議

室において17名の参加の下で開催された。今回

は中央水産研究所の中西孝氏が「資源管理や漁

業管理で見られる合怒形成の役割j」を、隠じく

中央水産研究所の岡本勝氏が「水産資滋管理と

三つのコモンズjと起草する話題を提供し、それ

らの話題について活発な質疑応答が行われた。

第53殴IWC年次会議報告会の開催
ロンドンで開催された第53泊!WC年次会議報

告会が8月10日から9月7日にかけて全国12ヶ所

で際かれ、当研究所から大関理事長外役員が参

加し、報告した。

IWC下関会議推進協議会の設立

来年、第54回!WC年次会談が下関で関illiされ

るのを契機に、鯨を合む海洋生物資源の持続的

事j問等を［~］の内外に強力にアピーんすると共

に、会議の成功をJV]するため、当研究所を含む

水産・漁業に係わる主要31団体をもって「!WC

下関会主義推進協議会Jを結成することとし、 8
月23日に虎ノ門パス｜ラルにおいて発会式が行

われた。

日本鯨類研究所関連出版物等（2001年6月一2001判的

［印昂i物］
当研究所：定鐙網にi昆獲されたひげ鯨等の取り扱いの手引き.8pp.海底時i乳類混書道等管理促進事業管

理指導検討委員会（全溜涼，＼＇!I題協同組合連合会 日本鯨類研究所 日本定協調理漁業協会），

2001/6. 

当研究所線研通信，410.24pp.日本鯨類研究所，2001/6.

当研究所・水産資源管理談話会報，25.18pp.日本鯨類研究所資源管理研究センター，2001/6.

当研究所 （新開広告）増えるクジラ、減るサカナ。クジラは大切な食料資源です。宇部時報，

2001/7/12. 

当研究所 （新開広告）増えるクジラ、減るサカナ。クジラは大切な食料資源です。山口新開，

2001/7/13. 

ll1研究所 （新際広告）増えるクジラ、減るサカナ。クジラは大切な食料資滋です。日干I］水産経済新
llfl, 2001/7 /18. 

当研究所： （新聞広告）増えるクジラ、減るサカナ。クジラは大切な食料資源です。談，完新開・毎日

新聞.i1室経新関 日本経済新樹・ジャパンタイムス，2001/7/23.

当研究所：捕鯨をとりまくこのI年2001年（前期） 201pp. B本鯨類研究所， 2001/8.
Abe, H ,Goto, M., Pastene, LA. ・ Practical use of mult1plex fluorescent PCR for cetacean sex 

identification. Marine Mammal Science, 17(3) 657-664, 2001/7. 

藤瀬良弘・田村力．近年における北西太平洋ミンククジラの食性とその変化 8本水産学会春季大
会講演婆旨銘（平成13年度） : 93, 2001/ 4. 

藤瀬良弘．鮫類捕』盤調査が目指す也の（特集鯨類の持続的利用は可能か） 海洋と生物， 23(3): 234・ 
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244, 2001/6/15. 

Goodman, D.:Whaling町OtagoDaily Times, 2001/5/25. 

Goodman, D.:GRENADA TO VOTE FO丑JAP釧 ESEAID? Grenada today, 2001/6/16. 

Goodman, D.:Whale of an argument Marlborough Express, 2001/8/14. 

Goodman, D.:Whale programme.η1e Press, 2001/8/15. 

Goodman, D.:NZ should leave the !WC.τ'he Dominion, 2001/8/15. 

Goodman, D.:Fish stocks may resolve whaling debate.τ'he Japan Times, 2001/8/30. 

後藤i隆夫・上回良久‘ （第l限）鯨類における巡伝学的手法を照いた系群判別（新迷戦鯨類緑査の
新技jf,j）＇海洋と生物， 23(3): 281-287, 2001/6/15. 

茂越敏弘： I宥臨海産ミンククジラの粉子と精巣機能．鱗研返信，410：£ト16,2001/6, 
森本稔：第44悶i;§B車総会「流網漁業決議jの思い出 北太平洋漁業問想録・ 37ι385 北太平洋漁

議！日想、録編集委員会，2001/5/15.

村ヒ光胤： 200；毎盟元年の思い出．北太平洋漁業協惣録 231233 北太平洋漁業｛百l想録綴集委員会，

2001/5/15. 

大曲｛まt立食物アレルギーと鯨肉鯨日f通信，410:1-8,2001/6, 
大隅清治・研究からのINPFCへの関与．北太平洋if.~.！！車問恕録．北太乎洋漁議悶怨録編集委員会，

2001/5/15. 

大繍清治鱗類資源の利問のl壁史と!WC（特集鯨類の持統的利用は可能か） 海洋と生物， 23(3): 

224233, 2001/6/15. 

大限消治（指導）：うみのチャンピオン くじらのなかまキンダーブック，56(4) 2 11, 2001/7 /L 

大隅清治：なぜ、日本は捕鯨持関を主張するのか！？政界，23(8): 104-106, 2001/8/L 

岡村 力・藤辞書良弘： 20日0年）立季における北部太平洋ニタリクジラの食性日本水産学会春季大会議

淡要旨集（平成13年度） : 92, 2001/4, 

岡村 力： l有緩海のオキアミを巡る争いーヒゲクジラ類を中心として水産資源管理談話会報， 25・

1ι18, 2001/6. 

銭谷＇｝~子藤瀬良弘・坂東武治・ JJWH泰秀弘：北関太平洋ミンククジラの楼み分け．日本水産学会春季

大会議淡要旨築（平成13年度） : 93, 2001/ 4. 

銭谷苑子・加藤秀弘：；耳垢栓を用いたヒゲクジラ類の年齢査定技1~i. －南半球度ミンククジラを伊iとし
て．海洋と生物，23(4):383-388,2001/8. 

［学会発表］

待問高志 Ecopath with Ecosimモテソレの現状と問題点．水産海洋学会シンポジウム・中央水段研究所，

2001/8/21. 

ill閃絡石川自lj＇日本海セトロジー研究グルー 7＇発足以来の鯨類潔着データについて日本海セ

トロジー研究会第121珂大会 ホテル大佐渡，2001/6/16.

｛第53図IWC科学委員会関係会議提出文章蓄｝
Cui, G., Punt, A E, Pastene, LA and Goto, M: A bayesian approach to addressing stock struc印re

questions using mtDNA data, with an illustrative application to the North Pacific minke 

whales. SC/53/RMPL 19pp. 

Ensor, P, Matsuo！時，K,Marques, F, Mmra, T., Murase, H, Pitman, R, Sakai, K and Van Waerebeek, 

K: 200ι2001 lntemat10nal Whaling Commission -Southern Ocean Whale and Ecosystem 

丑esearch(!WC-SOWER) Circumpolar Cruise, Area V, VI and I. SC/W5. 56pp, 

Escorza-Trevmo, S., Pastene, LA and Dizon, A E : Phylogenetic analysis of the truei and da/li 
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morphotypes of Dall's porpoise (Phocoenoides dalli) Paper submitted to Evolution. 

SC/53/For info.14. 36pp. 

Fujise, Y., Zenitani, R and Goto, M Utility of non ・genetic informa!Ion for stock identification －百1ecase 

of the western North Pacific minke whale～SC/53/SD5. 9pp. 

Fujise, Y., Pastene, L.A, Tamura, T, B四 do,T, Murase, H., Kawahara, S., Watanabe，見， Ohizumi,H., 

Mogoe, T., Kiwada, H., Nemoto, Kand Nanta, H.: Progress repo仕ofthe feasibility study of 

the Japanese Whale Research Program under Special Permit in the western North Pacific -

Phase II UARPN II) in 2000. SC/53/010. 77pp. 

Goto, M., Kanda, N and Pastene, L.A.: Gene!Ic examination of western North Pacific minke whales 

including samples f均mJARPN II. SC/53/RMPll. llpp. 

Goto, M., Kim, Z G. and Pastene, LA Genetic analysis of additional samples from the 'J' stock and 

implications for the estimation of mixing proportion of 'J' and '0' stocks m sub・area 11. 

SC/53/RMP12. 12pp. 

Hakamada, T., Matsuoka, K, Nish1waki, S, Murase, H and Tanaka, S : Abundance trend of Southern 

Hemisphere minke whales in Areas IV and V obtained仕omJARPA data. SC/53/IA12. 35pp. 

Kanda, N., Goto, M. and Pastene, L.A. Some concerns for stock definition m mmke whales. SC/53/SD4. 

7pp. 

Kato, H., Kojima, E., Honno, Y and Yoshida, H.: Morphological keys for sub-species discrimination of 

Southern blue whales, Analyses from data through 1995/96 to 2000/01 SOWER cruise. 

SC/W16. 15pp. 

LeDuc, R.G., Dizon, A E, Goto, M., Pastene, LA, Hyde, J. and Brownell, R L, Jr: A prelimmary 

Bayesian analysis of genetic data from Southern Hemisphere blue whales and i臼relevance

to the question of degree of subspecies m1xmg at high latitudes SC/W25. 12pp. 

Matsuoka, K, Ensor, P., Hakamada, T., Shimada, H , N1shiwaki, S, Kasamatsu, F and Kato, H: 

Overview of the minke whale sighting survey in IWC/IDCR and SOWER Antarctic cruises 

仕om1978/79 to 2000/01. [Plus addendum] SC/53月A6.76pp. 

Matsuoka, K, Hakamada, T., Murase, H. and Nishiwaki, S.: Current abundance and density trend of 

humpback and fin whales in the Antarctic Areas IV and V using JARPA data: SC/53/IA18. 

23pp. 

M1yash1阻，T.,Nishiwak1, S, Vlad1mirov, VA and Doroshenko, N.V.: Cruise report on the minke whale 

sighting surveys in the Sea of Okhotsk, 2000. SC/53／丑MP5.llpp. +Appendix lpp. 

Nish1waki, S , Matsuoka, K, Murase, H and Haka田ada,T.: Review of the sighting procedure in the 

JARPA. SC/53/IA7. 24pp. 

Nishiwaki, S , Ishikawa, H , N町ita,H., 0匝ni,S., Kiwada, H, Kariya, T., Yoshimura, I, Takamatsu, T., 

Teraoka, T., Shiozaki, M., Abe, N., Okamura, S., Yasui, Kand Mori, M.: Cruise report of the 

Japanese Whale Research Program under Special Permit in the Antarctic CTARPA) Area V 

and western part of Area VI in 2000/2001. SC/53/011. 21pp. 

Pastene, LA, Goto, M and Kanada, N : Comments on the estimations of the J and 0 stocks mixing 

proport10n and level of by-catches of common minke whale using mitochondrial DNA data 

from the retail market surveys. SC/53/RMP13. 13pp. ＋恥visedversionσable 3). 

Pastene, LA, Goto, M. and Kanda, N. An update of the mitochondrial DNA RFLP analysis in the 

Antarctic minke whales from Areas III and IV. SC/53/!Al 7. 16pp. 

Shimada, H , Segawa, K and Murase, H Tentative trial for estimation of Antarctic mmke whale 

abundance within pack ice region incorporating IDCR/SOWER data with Meteorological 
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Satellites data. SCバA/14.6pp. 
Shimada, H, Murase, H., Segawa, K. and Kimura, N.: Analyses on Antarctic sea ice coverage in the 

austral summer, 78/79 to 00/01 using the SSMR and SSM/I satellites data, with some notes 

on relationship between ice coverage and abundance estimation SC/Wl5. Upp÷Errata 

lpp. 

Shimada, H., Matsuoka, K., Nishiwaki, S. and Kato, H.: Proposed research plan for the 2001/2002 and 

2002/2003 !WC/SOWER/ Antarctic cruise. SC/Wl9. 4pp. 

τbe Institute of Cetacean Research ・ Research Activities of the Institute of Cetacean Research (RAICR) 

June 200ιJune 2001. SC/53/08. 24pp. +Appendix lpp. 

Zemtam, R, Kato, H. and FUJISe, Y.: Year to year廿endsof some b1ological parameters of Antarctic minke 

whalesJrom the viewpoint of population monitoring. SC/53/IA13. 16pp. 

｛第53回IWC科学委員会関係作業文護軍］
Best, P., Banmster, J., Childerhouse, S, Clark, C., Donovan, G, Hedley, S., Kato, H., Matsuoka, K., 

Nishiwaki, S., Sakamoto，’E and Shimada, H，・丑.eportof the ad-hoc working group to plan 

logistic aspects of the proposed 2000/2001 !WC/SOWER circumpol町 cruise(Draft revised). 

SC/53/IA WP21. 

Borchers, D., Burnham, K., Butterworth, D., Cooke, J., Hedley, S., Matsuoka, K. and Polacheck, T.: 
Report of the ad-hoc workmg group on what is the role, 1f any, of population models m the 

interpretation of trend in Southern HemispherモminkeOabundance estimates ? SC/53/IA 

WP3. 

Borchers, D., Burnham, K., Bu此erwo仕h,D., Hedley, S, Matsuoka, K. and Kato, H.: Report of ad-hoc 

working group on Design cons1derat10ns related to detection of sudden change in 

abundance. SC/53凡AWP4.

Hakamada, T, Matsuoka, K and N1sh1waki, S The survey order and survey penod by strata of the 

JARPASC/53バAWP14. 
Hammond, P, Allison, C, Cooke, J., Hakamada, T, Skaug, H.J., Smithe, and Wall_e, L’丑epo仕 ofthe 

Intersess10nal Steering Group on Evaluation and Tunmg of the new CLA program. 

SC/53/RMP WPl. 

Hatanaka, H., Goto, M., Kanda, N. and Fujise, Y.: Comments to SC/53/RMP25. SC/53/RMP WPS. 

Ishikawa, H.:Repo此onWhale Killing Methods in the 2000/2001 JARPA. IWC/53/W｝α！&AW17. 
Johnston, Brown, M., Bannister, J, Best, P., Matsuoka, K. and丑osenbaum,H“Workmg Group report on 

Southern Hemisphere Humpback stock assessment work progress SC/53/IA WP19. 

Matsuoka, K., Hakamada, T., Nishiwaki, S., Miyashita, T., Matsuda, H. and Tanalミa,E .. Comments on 

SC/53/IA3. SC/53バAWP9.
Ohsumi, S. : Support of出ec町可ingcapacity hypothesis on the Eastern gray whale. SC/53/BRG羽1P4.

Okamura, H., Mori, M and Matsuoka, K.・ Comparison of some factors that might influence on density 

estimates of minke whale from IDCR-SOWER su刊eys.SC/53/IA WPll. 

［放送・講演｝

飯野純夫：政策対談明日への架け機第53回凶i捺捕鯨委員会年次会合に向けて．朝日ニュースター
TV, 2001/6/6. 

猪瀬侃紀：第53悶!WC事前説明会．捕鯨を守る会北海道支部，曲メ高橋水緩｛絢会議室，2001/6/20. 

猪瀬侃紀・第53悶!WC事前説明会網走市役所，網走市治議協同組合会議釜，2001/6/21. 

~zo 
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猪瀬侃紀：第53回!WC報告会．捕鯨を守る会東北支部，仙台市中央卸売市場管狸棟会議案，2001/8/27. 

5富持軍侃紀：第53回!WC報告会．牡鹿町役場，牡隣町公民館，2001/8/28.

森本稔：燦政情報カフェ 北問太平洋鯨類捕獲刻家．グリーンチャンネJレアグリネット，

2001/5/28. 

森本稔：政策対談 明日への架け橋 第53回国際捕鯨委員会年次会合に向けて．車耳目ニュースター

TV, 2001/6/6. 

森本稔：第53閥!WC事前説明会．捕鯨を守る会東海北陸支部，大東魚類（掬会談窓，2001/6/19. 

森本稔：第53閥!WC報告会．海の幸に感謝する会，虎ノ門パストラJレ，2001/8/17.

森本稔：第53閥!WC綴告会．捕鯨を守る会関東甲信越支部，東卸会館会議室，2001/8/20.

森本稔：第53閥!WC報告会，揃鯨を守る会北海道支部，札幌中央水産総会議室，2001/8/21.

森本稔：第53悶!WC報告会．網走市役所，網走市漁業協伺組合会議室，2001/8/22.

森本稔：第53閥!WC毅告会．太地町役場，太地町公民主自，2001/8/28.

村上光由：第53閥!WC事前説明会九州・山口鯨協綴会，福岡市中央卸売市場会館会談窓，2001/6/14. 

村上光由：第53闘!WC事前説明会捕鯨を守る会関西支部，大阪府中央卸売市場業務管理棟大ホール，

2001/6/15. 

村上光由：第53閥!WC事前説明会．利回何役場，和問阿Iコミュニティーセンター，2001/6/18.
村上光由：第53闘!WC報告会．和田町役場，和悶町地域編制センター，2001/8/21.

村上光由：第53闘!WC報告会捕鯨を守る会東海・北陸支部，大東魚要員（掬会議室，2001/8/29.

商脇茂利・ネイチャ スヲーJレわくわくWADA 公開議座ツチクジラと事lEll町との関わり和田

何役場，2001/8/1.

大隅消治・くじら問題の現状と将来展望について．海洋産築研究会特別講演会，経団巡会館， 2001/

5/31. 

大隅清治・第53掴!WC事前説明会捕鯨を守る会関東甲信越支部，築地市場内東京都講堂，2001/6/12.

大隅消治．第53悶!WC事前説明会．捕鯨を守る会東海北陸支部，大東魚類｛掬会議室，2001/6/19. 

大隅消治・話題にアタック 鯨が食べたいフジテレビ，2001/7/8.

大隅f育治．第53回!WC報告会日A宜PNEの経過報告J.捕鯨を守る会関東甲信越支部，予定卸会館会言語
室，2001/8/20.

大隣清治．定毅漁業とt曲線問題．海獣類i毘畿管理促進研修会．岩手県水産技術センター，2001/8/22.
大隅消治・定震漁菜と捕鯨悶皇室海獣類混畿管埋促進研修会．グリーンピア白老，2001/8/23.

大隅消治：第53回!WC報告会「科学小委員会報告J.太地町役潟，太地町公民館，2001/8/28.
大関清治 （インタビュー）鯨特集鯨肉の供給について．テレビ朝日，2001/8/30.

田村カ．報滋特集追跡1捕鯨をめぐる対立のウラ，TBSテレビ，2001/7/29.

山村和夫・第53回！WC事前説明会捕鯨を守る会東北支部，仙台市中央卸売司王場管理棟会議室，

2001/6/14. 

山村和夫・第53回目<re事前説明会牡鹿lllJ役場，f土腿阿公民館，2001/6/15.
山村和夫．第53回!WC報告会．捕鯨を守る会北海道支部，札幌中央水産総会議室，2001/8/21.

山村和夫・第53回!WC報告会網走市役所，総走市漁業協同組合会議室，2001/8/22.

はl村利夫．第53限！WC報告会捕鯨を守る会関西支部l，大阪市中央卸売市場業務管理棟大ホール，
2001/8/24. 

山村和夫．食生活ジャーナリストの会懇談会虎ノ門パストラル，2001/5/30.

吉自英可・日本のスナメリの系群について関門スナメリの会主催 スナメリフォーラム，北九州博覧

祭2001会場，2001/8/4.

［新開記事｝（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）

－
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鯨日f通信

・!WC会議事前説明会 8本捕鯨協会全国10ヶ所で開催 12尽から：みなと新11112001/6/8. 

・アイスランドが持加盟 森下水産庁捕鯨班長 RMS言語言語がカギに 築地市j.li)で！WC会議事前説明

会：みなと新問2001/6/14.

・定霞網に入ったらDNA登録鮫肉の流滋を解禁来月から燦水省朝日新開2001/6/15.

・品の人に会った 大限消治さん “クジラ博士” 大昔のヲジラは犬と同じ大きさ．毎日小学生新

開2001/6/16.

・来月5日ごろ販売を開始南氷洋捕獲認査鯨肉：みなと新flH2001/6/18. 

海外漁業情報鯨類による魚類資源説i食の実態解明へ JARPNIl FAOなど世界的にも支持：臼利
水産経済新開2001/6/21.

・911剖派の動向カギ 築地で!WC事前説明会：水産タイムス 2001/6/25.

？昆獲クジラのDNA資録義務化 水産・庁、来月から：毎日新fl!I2001/6/26. 

－今年も!WCに代表派遊へ＝自民党捕鯨議迷が総会・新水11lk新聞（速報l仮） 2001/6/28. 

．調査t曲線の鯨肉5日から販売：度経新関2001/7/3.
［塑域Jなき物価下落鯨肉最大2割H低下げ潟査締役、で捕獲、市販問・2涜宛新mi2001;7 /3. 
・胸肉14%下げ 日鰍研、 14次補氷洋鯨類剰資国rJi濯物の販売開始・日刊水産経済新聞2001/7/3.
5日から市販問鯨肉販売鯨研が全国卸売市場で南氷洋調資捕獲副産物・みなと新陪I2001/7/3. 

・赤身lkg2,980丹で9%値下げ鯨研が14次南氷洋鯨類調査の販売価格 日干rJ水産通信2001/7/3.

・鯨研がI蒋氷洋調査副産物の鯨i苑1,873トン販売 卸売側格を一部俄下げ、赤肉は約9%値下げ・新水

産続問（迷報版） 2001/7 /3. 

. 248から!WC会議をHP公開：みなと新聞2001/7/24.

. !WC会談をネット中継鯨類研究所 日干rJ水産経済新聞2001/7/25‘

. !WC総会新監視制度を討議磁業捕鯨再開向け 反対悶、遊延策で対抗 E室長主新銅2001/7/26.

・fケジラの魚、摂取多過ぎか奇か !WC採択：毎日新開2001/7/27.

・!WC 2研究会の開催了承捕食影響などで臼米が初の共同提案．みなと新開2001/7/30.

. !WCに変化の兆候森本代表が帰箆iし会見揃鯨再開へ明るい展望：日fij水産経済車frlUl2001/8/1. 
・北凶太平洋鯨類捕1堅調査船鴎が帰港 ミンクとニタリの餌生物巡る桜み分けなど成果’新水産新rm
（巡幸語版） 2001/8/7. 

－母船 日新丸入滋計酒達成、重要成果得る 第2期北西太平洋調査捕鯨：みなと新防2001/8/8.

鯨の食害調査、共鳴広まる 全県のサンマ紛が実施へ：気仙沼地、ほく 2001/8/9.

・鯨の食害調査に協力へ宮城県サンマ漁労通信協の漁船 遭遇II寺に綴影 日本鯨研に提供：河北新

報2001/8/9.

・タジラの「食害j 調主主協力の翰広がる 気仙沼港 他港サンマ船や大目流し・三陵新報

2001/8/9. 

－来年の本格調査の道関く 北西太平洋鯨類調斎船：水産タイムス 2001/8/13.

・鯨定置織で？昆獲販売できます 宮城沿岸のif!.＼議関係者「災基盤から解放j ・河北新報2001/8/17.
!WC報告・懇親会下関会主義の成功祈る 捕鯨持関へ総力結集 日本鯨研など！矧在：みなと新開

2001/8/20. 

－水産庁でクジラを学ぶ子供霞ヶ関見学デ－r.自かる 日刊水産通信2001/8/23.
－子ども霞ヶ関見学ツアー 鯨コーナーを設置水燦庁イベント 水滋図体が協力：みなと新

2001/8/24. 

. !WC下fl司会議成功へ結束推進協が旗綴げ：みなと新防2001/8/24.

クジラの胃に大量サンマ 日本鯨類研鮎JII実験場で潟査 今年は特に多数。石巻かほく

2001/8/24. 

－定l琉f網のj問盤鯨販売可能に 「箱詰めが不可欠j 白石巻かほく 20Jl/8/26.
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. ~t方四差益海域で鯨類調査：毎日新聞 2001/8/29.

［雑誌記事｝（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）

・クジラの生態の調まま研究を行う職場では女性だからという意織は誰も持たない（日本線類研究

所久場朋子）：グローパルヴィジョン2001/6.

豆ESEARCH=JAPAN SETS ON 2 ND-YEAR RESEARCH PROGRAM TO STUDY WHALE FEEDING 

ECOLOGY JN N.W. PACIFIC -HOW MUCH FISH JS CONSUMED BY W狂ALES丸・ ISARIBI（漁火）

2001/6. 

－北西太平洋に再び「繍斎J捕鯨船が・ ・ イルカ＆クジラ・アクション・ネットワークニュース
2001/6/5. 

・短期巡戦鯨と日本外交（1）呂本外焚勝利のレア・ケースを検証する（岡崎研究所主任研究員小川

彰）：月刊日本2001/6/22.

・Topics鯨類調査船I'llが出港：水産界2001/7/1. 

－ニュースダイジエスト 鯨の赤肉価総などf直下げ：水産週報2001/7/15.
・新i車線行け行け週女探検隊Vol.1鮫の噂閉揚げカムノ〈ーック！：巡千I］女性2001/7/17.
・Topics鯨fi}f、ミンク赤肉，胸肉値下げへ：；水産界2001/8/1.

・クジラの水産資源への影替は大きい JARPNE請書斎総帰港：大水ニュースレター 2001/8/10.

京きな魚（編集後記）

永く、そして警かった哀が持者く終わろうと

しています。セミの声もどこか力不足となり、

パブJレ以来放陵された空地ではススキが自に

着くようになってきました。 JARPNHに就航

していた日新丸調査商品図は無事B擦を達成し
て8月7日に東京に戻ってきましたが、調査員

迷は収集したま奇試料や擦本の整理に追われ、

一方では次期JARPAfi前年のi整備が始まって、夏
休みは無かった様子です。しっかりと夏休み

を楽しんだ私は、仲間の前では思い出話を控

えているのが実情です。

さて、本号の御感想は如何でしょうか。ち

ょっと専門的過ぎたかも知れませんが、結構多

方面の分野からの研究が行われていることがお

解り頂けたのではなL功、と期待しております。

ところで、パステネ君の文f誌にクロミンククジ

ラという名称が登場しておりますが、これは

J腿 PA調査を遇して南極海には、従来型のミン
ククジラの外に綬小裂のドアーフミンヲヲジラ

が広く分布していることが明らかとなり、研究

者間で従来裂をクロミンククジラと称すること

でドアー7ミンククジラと区別することになっ

たためです。 、 （山村和夫）

お知らせ

この度当研究所は現事務所「東京水産ピjレJに隣接しております IJill海振興ピJレJ5階に移転
することとなりました。新事務所は今後の研究体制iが充実できるよう所内も広く、図治安や会議
室も充実いたしました。新事務所は旦丘旦旦i生Lより業務を開始致します。

新事務所住所：東京都中央区主主海町4番5号援海振興ピJレ5階

代表電話番号及びファックス番号は従来の番号と変廷はございません。

τ官L：（代表）03-853ι6521 FAX: 03-353ι6522 
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